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議議会会だだよよりり議会だより議会だより

毎月11日は 『人権を確かめあう日』 です。
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救命救急講習救命救急講習
　町内で活動する消防団員の方を講師として招き、災害時の身近な応急手当について実技訓練を行いました。
議員からは「勇気を出して迅速に応急措置を行う重要性を学ぶことができた。」「多くの住民に接する機会が
ある議員として、もしものときに備える大切さを再確認できた。」などの声が上がりました。
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第258号三郷議会だより

主
な
内
容

令和6年第２回（６月）三郷町議会定例会 ６月10日（月）～６月17日（月）
議　　　　　　案 審 議 結 果

承 認 第 ８ 号

議 案 第 ３０ 号

議 案 第 ３１ 号

議 案 第 ３２ 号

議 案 第 ３３ 号

議 案 第 ３４ 号

議 案 第 ３５ 号

議 案 第 ３６ 号

議 案 第 ３７ 号

議 案 第 ３８ 号

議 案 第 ３９ 号

議 案 第 ４０ 号

議 案 第 ４１ 号

議 案 第 ４２ 号

議 案 第 ４３ 号

議 案 第 ４４ 号

議 案 第 ４５ 号

議 案 第 ４６ 号

報 告 第　３ 号

報 告 第　４ 号

発 議 第　2 号

全会一致原案承認

全会一致原案可決

全会一致原案可決

全会一致原案可決

全会一致原案可決

全会一致原案可決

全会一致原案可決

全会一致原案可決

全会一致原案可決

全会一致原案可決

全会一致原案可決

全会一致原案可決

全会一致原案可決

全会一致原案可決

全会一致原案可決

全会一致原案可決

全会一致原案可決

全会一致原案可決

報 告 受 理

報 告 受 理

全会一致修正可決

令和６年度三郷町住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第１号）の
専決処分について

令和６年度三郷町一般会計補正予算（第１号）

令和６年度三郷町住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第２号）

令和６年度三郷町介護保険特別会計補正予算（第１号）

三郷町情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例の制定について

三郷町行政組織条例等の一部改正について

三郷町政治倫理の確立のための町長の資産等の公開に関する条例の一部
改正について

三郷町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部改正について

三郷町立学校の体育施設開放に関する条例の一部改正について

三郷町子ども医療費助成条例の一部改正について

三郷町ひとり親家庭等医療費助成条例の一部改正について

三郷町心身障害者医療費助成条例の一部改正について

三郷町下水道条例の一部改正について

三郷町公営住宅管理条例の一部改正について

奈良県住宅新築資金等貸付金回収管理組合規約の変更について

奈良県住宅新築資金等貸付金回収管理組合の解散について

奈良県住宅新築資金等貸付金回収管理組合の解散に伴う財産の処分につ
いて

三郷町浸水対策下水道雨水管築造工事（勢野東１工区）受託契約の締結に
ついて

令和５年度三郷町一般会計繰越明許費繰越計算書について

令和５年度三郷町水道事業会計予算繰越計算書について

ガザ地区の即時停戦のための積極的外交を政府に要求する意見書
※「パレスチナ自治区ガザ地区における即時かつ持続的人道的休戦を求め
る意見書」として修正可決しました。

　自治体名が由縁で、埼玉県三郷市、長野県安曇野市
（旧三郷村：平成１７年10月に合併）と本町は、友好都市
提携を結んでいます。
　６年ぶりに本町で開催された
友好都市交流推進協議会に各
市町の首長や議長・副議長など
が出席し、交流を深めました。

◆ 主な議案の内容
◆ 一般質問
◆ 意見書
◆ 常任委員会の主な報告
◆ 審議結果

「三郷」がつないだ縁・・・三郷・安曇野友好都市交流推進協議会に参加
みさと  さんごう　  あずみの

三郷町三郷町

安曇野市安曇野市

三郷市三郷市



★髙田　好子
プレコンセプションケアについて
発達障がい児・者への支援について　
不祥事対策について

★澤　美穂
のどか村の地域防災拠点計画を進め、
観光拠点としても充実を
ウエルカムバック制度とプライオリティ
パス制度の導入を
５月７日公表の契約事務不適正事案に
ついて

★神崎　静代
二度と不祥事を起こさないために
パートナーシップ・ファミリーシップ
制度の導入を
女性の管理職登用の促進を

★吉村　今日子
ＧＩＧＡスクール構想の下、 使用される
学習端末における個人情報の取り扱い・
保護について
三郷町でも学校給食の無償化を
　 　 　 　 　 　 　

★奥山　一臣
住みたい町 三郷町を目指した空き家
対策について

★南田　善紀
買い物施設の誘致及び今後の計画に
ついて
町営浴場もみじ湯の高齢者利用料の
減免について

★南　真紀
誰もが住宅を確保しやすい町へ

★先山　哲子 
帯状疱疹（ヘルペス）ワクチンの助成を
介護老人保健施設もののみの郷
について

★辰己　圭一
三郷町ウォーターパーク屋外プールの
夏場以外の有効活用について
とっくり湖を新たな観光資源として
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一般質問とは、議員が町の行財政全般にわたってその方針や考えを聞き、疑問点を問い、
町民の要望に応え、新たな政策を提案するものです。
　なお、掲載された質問及び回答は、各議員が執筆し概要をまとめたものです。詳細は会議録に
記録されておりますので、ご覧になりたい方は、議会事務局までお問い合わせください。

一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問
でもぜひチェック
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三郷議会だより三郷議会だより 第258号
3

第258号

6月10日月～6月17日月令和6年第2回 定例会6月

６月議会では、専決処分の承認１件、補正予算・条例（制定・改正）・契約締結などの
議案17件が提出され、議員発議１件とともに全て承認・可決しました。

主な議案の内容

議案第３０号

●企業版ふるさと納税を活用し、
　インクルーシブ遊具を増設します。

令和６年度三郷町一般会計補正予算（第１号）

三郷町政治倫理の確立のための町長の資産等の公開に関する条例の一部改正について

令和６年度三郷町一般会計補正予算（第１号）

　企業版ふるさと納税寄付の２００万円を活用し、ＦＳＳ
３５キャンパス内のインクルーシブ遊具エリアの充実を
図ります。また、同キャンパス内には、令和７年に「お
もちゃ美術館」の開館が予定されており、より多くの子
どもたちが訪れ、楽しむことのできるインクルーシブな
遊び場を提供します。

議案第３５号

●町政運営の透明化のため、町長の資産などの報告書を
　ホームページに公表します。

　これまで請求による閲覧のみが可能となっていた町長の資産などの情報をホームページに
公表し、誰でも閲覧できるよう改正することにより、一層の透明かつ健全な町政運営を目指
します。

議案第３０号

●医療用ウィッグ・乳房補整具購入費助成額の増額が
　令和５年度購入分にも適用されます。

　本町では、がん治療を受けている方の社会生活を支援するため、令和３年４月より医療用
ウィッグと乳房補整具の購入費用に対する助成を行ってきました。令和６年度には、県におい
て補整具購入の補助金が創設されたことに伴い、助成金額の上限を２万円から４万円に増額し
たところですが、この度、令和５年度中の購入費用分についても増額後の額で助成することと
なりました。このことから、令和５年度分として既に２万円を上限に助成した方につきましても、
遡及して差額を助成できるようになりました。　　
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各
議
員
の
質
問
を
動
画
で
視
聴
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。氏
名
横
の
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

発達障がい児・者への支援に
ついて

　令和４年度に公立の小中高等学校の通常学級で行った調査結果
で「学習面又は行動面で著しい困難を示す」とされた児童・生徒は、
小中学校で８.８％、高等学校で２.２％であった。本町の現状、認識、
幼児期の発達障がい児への対応は。

本
町
の
小
中
学
校
に
お
い
て
も
、

「
学
習
面
又
は
行
動
面
で
著
し

い
困
難
を
示
す
」児
童
・
生
徒
は
年
々
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
教
育
の
観
点
か
ら
、本
町
で
は
特

別
支
援
が
必
要
な
児
童
・
生
徒
も
通
常

学
級
で
共
に
学
校
生
活
を
過
ご
し
て
お

り
、町
費
の
特
別
支
援
担
当
講
師
や
特

別
支
援
教
育
支
援
員
な
ど
の
教
職
員
を

通
常
学
級
に
配
属
し
、学
級
全
体
の
児

童
・
生
徒
を
支
援
で
き
る
体
制
を
整
え

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、町
内
の
幼
稚
園
、保
育
園
、小

中
学
校
、西
和
養
護
学
校
、社
会
福
祉

協
議
会
及
び
役
場
関
係
部
署
で
構
成
す

る「
特
別
支
援
担
当
者
連
絡
会
」に
お
い

て
、就
学
前
の
子
ど
も
た
ち
に
関
す
る

情
報
共
有
を
図
り
、幼
稚
園
や
保
育
園

で
の
様
子
を
入
学
前
か
ら
把
握
す
る
こ

と
に
努
め
て
い
ま
す
。ま
た
、令
和
３
年

度
か
ら
本
町
で
実
施
し
て
い
る
、就
学

前
の「
５
歳
児
健
診
」で
は
、支
援
の
必

要
性
の
早
期
発
見
に
努
め
、保
護
者
に

積
極
的
に
関
わ
る
こ
と
で
早
期
の
支
援

に
繋
が
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

Q

A

髙田　好子

5月7日公表の契約事務不適正
事案について

　悪しき慣習である談合を根絶させるため、公正取引委員会に
よる研修の実施、要綱ではなく法的拘束力がある条例の制定、
公益通報者保護法による通報者保護、入札には変動型最低制限
価格制度の導入を強く要望する。

公
正
取
引
委
員
会
の
研
修
に
つ

い
て
は
、
令
和
６
年
度
内
に
実

施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
５
月
に
実
施

さ
れ
た
奈
良
県
主
催
の
公
正
取
引
委
員

会
の
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
に
は
、
事
業
担

当
課
職
員
と
契
約
担
当
職
員
、
計
11

名
が
受
講
し
ま
し
た
。
今
後
も
積
極
的

に
受
講
し
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
徹

底
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
三
郷
町
不
当
要
求
行
為
等

の
防
止
に
関
す
る
要
綱
」
の
条
例
化
に

つ
き
ま
し
て
は
、
県
内
で
も
橿
原
市
や

五
條
市
が
条
例
化
し
て
い
ま
す
。
条
例

化
す
れ
ば
明
確
化
・
厳
正
化
で
き
、
住

民
の
責
務
や
昨
今
の
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
対
策
で
職
員
を
守
る
と
い
う

意
味
で
も
有
用
で
あ
り
、
今
後
、
調
べ

て
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

変
動
型
最
低
制
限
価
格
制
度
に
つ
き

ま
し
て
も
、
採
用
し
て
い
る
自
治
体
が

あ
り
ま
す
の
で
、
官
製
談
合
再
発
防
止

対
策
検
討
委
員
会
の
中
で
し
っ
か
り
と

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Q

A

澤　美穂

三郷町でも学校給食の無償化を

　給食費無償化の動きが広がり、２０２３年度には全国で４９１自
治体となっている。県内でも中学生のみを無償化の対象とした
大和郡山市も含むと、11自治体が実施している。本町でも恒
久的な無償化を行えないか。

近
年
、
原
材
料
費
や
物
価
が
高

騰
す
る
中
、
献
立
の
多
様
性
や

質
、
栄
養
価
の
維
持
に
努
め
つ
つ
、
給

食
調
理
の
現
場
に
お
い
て
様
々
な
工
夫

を
凝
ら
し
、
給
食
費
の
見
直
し
に
つ
い

て
は
見
合
わ
せ
て
い
ま
す
が
、
非
常
に

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

  

本
町
の
給
食
費
の
月
額
は
、小
学
校
４
，

０
０
０
円
、
中
学
校
４
，
２
０
０
円
で
、

生
駒
郡
及
び
北
葛
城
郡
内
で
は
、
最
も

低
い
額
で
す
。
ま
た
、
物
価
高
騰
分
に

つ
い
て
は
、
町
費
に
よ
り
補
填
し
、
生

活
困
窮
世
帯
に
は
就
学
援
助
費
の
支
給

な
ど
、
保
護
者
の
経
済
的
負
担
軽
減
を

図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
は
本

町
に
お
け
る
学
校
給
食
の
無
償
化
は
考

え
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
現
在
、
国
で
は

学
校
給
食
の
無
償
化
を
議
論
し
て
お
り
、

そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
今
後
の
方
向
性

を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

パートナーシップ・ファミリーシップ
制度の導入を

　法律婚を利用できない同性カップルなどの社会的な補償を婚
姻関係に近づける「パートナーシップ制度」の導入が全国に広がっ
ている。また、一緒に暮らす子どもとの関係を併せて証明する自
治体も増えている。本町でも導入を。

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
は
、

婚
姻
制
度
と
は
異
な
り
、
法
的

な
拘
束
力
が
一
切
な
い
事
か
ら
、
国
レ

ベ
ル
で
法
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
く
べ

き
案
件
で
あ
る
と
捉
え
つ
つ
も
、
基
礎

自
治
体
と
し
て
の
役
割
を
考
慮
し
、
制

度
の
導
入
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
、
現

在
、
本
町
の
現
状
に
沿
っ
た
要
綱
の
制

定
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
本
町
に
お
い
て
は
、
住
民
福

祉
課
に
お
い
て
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の

登
録
申
請
を
受
け
付
け
る
こ
と
に
よ
り
、

住
民
票
や
戸
籍
謄
本
な
ど
の
申
請
添
付

書
類
の
省
略
が
概
ね
可
能
と
な
り
、
手

続
き
の
簡
素
化
が
で
き
る
と
共
に
、
申

請
し
や
す
い
環
境
を
構
築
で
き
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
制
度
導
入

時
期
は
本
年
中
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
方
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ
制
度
に
つ

い
て
は
、
ど
の
程
度
必
要
と
さ
れ
て
い

る
か
が
不
明
確
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
今

後
、
近
隣
の
状
況
な
ど
を
確
認
し
た
上

で
、
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
た
場
合
に
は
導

入
を
検
討
し
ま
す
。
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A

Q
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各
議
員
の
質
問
を
動
画
で
視
聴
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。氏
名
横
の
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

発達障がい児・者への支援に
ついて

　令和４年度に公立の小中高等学校の通常学級で行った調査結果
で「学習面又は行動面で著しい困難を示す」とされた児童・生徒は、
小中学校で８.８％、高等学校で２.２％であった。本町の現状、認識、
幼児期の発達障がい児への対応は。

本
町
の
小
中
学
校
に
お
い
て
も
、

「
学
習
面
又
は
行
動
面
で
著
し

い
困
難
を
示
す
」児
童
・
生
徒
は
年
々
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
教
育
の
観
点
か
ら
、本
町
で
は
特

別
支
援
が
必
要
な
児
童
・
生
徒
も
通
常

学
級
で
共
に
学
校
生
活
を
過
ご
し
て
お

り
、町
費
の
特
別
支
援
担
当
講
師
や
特

別
支
援
教
育
支
援
員
な
ど
の
教
職
員
を

通
常
学
級
に
配
属
し
、学
級
全
体
の
児

童
・
生
徒
を
支
援
で
き
る
体
制
を
整
え

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、町
内
の
幼
稚
園
、保
育
園
、小

中
学
校
、西
和
養
護
学
校
、社
会
福
祉

協
議
会
及
び
役
場
関
係
部
署
で
構
成
す

る「
特
別
支
援
担
当
者
連
絡
会
」に
お
い

て
、就
学
前
の
子
ど
も
た
ち
に
関
す
る

情
報
共
有
を
図
り
、幼
稚
園
や
保
育
園

で
の
様
子
を
入
学
前
か
ら
把
握
す
る
こ

と
に
努
め
て
い
ま
す
。ま
た
、令
和
３
年

度
か
ら
本
町
で
実
施
し
て
い
る
、就
学

前
の「
５
歳
児
健
診
」で
は
、支
援
の
必

要
性
の
早
期
発
見
に
努
め
、保
護
者
に

積
極
的
に
関
わ
る
こ
と
で
早
期
の
支
援

に
繋
が
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

Q

A

髙田　好子

5月7日公表の契約事務不適正
事案について

　悪しき慣習である談合を根絶させるため、公正取引委員会に
よる研修の実施、要綱ではなく法的拘束力がある条例の制定、
公益通報者保護法による通報者保護、入札には変動型最低制限
価格制度の導入を強く要望する。

公
正
取
引
委
員
会
の
研
修
に
つ

い
て
は
、
令
和
６
年
度
内
に
実

施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
５
月
に
実
施
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れ
た
奈
良
県
主
催
の
公
正
取
引
委
員

会
の
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
に
は
、
事
業
担

当
課
職
員
と
契
約
担
当
職
員
、
計
11

名
が
受
講
し
ま
し
た
。
今
後
も
積
極
的

に
受
講
し
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
徹

底
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
三
郷
町
不
当
要
求
行
為
等

の
防
止
に
関
す
る
要
綱
」
の
条
例
化
に

つ
き
ま
し
て
は
、
県
内
で
も
橿
原
市
や

五
條
市
が
条
例
化
し
て
い
ま
す
。
条
例

化
す
れ
ば
明
確
化
・
厳
正
化
で
き
、
住

民
の
責
務
や
昨
今
の
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
対
策
で
職
員
を
守
る
と
い
う

意
味
で
も
有
用
で
あ
り
、
今
後
、
調
べ

て
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

変
動
型
最
低
制
限
価
格
制
度
に
つ
き

ま
し
て
も
、
採
用
し
て
い
る
自
治
体
が

あ
り
ま
す
の
で
、
官
製
談
合
再
発
防
止

対
策
検
討
委
員
会
の
中
で
し
っ
か
り
と

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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三郷町でも学校給食の無償化を

　給食費無償化の動きが広がり、２０２３年度には全国で４９１自
治体となっている。県内でも中学生のみを無償化の対象とした
大和郡山市も含むと、11自治体が実施している。本町でも恒
久的な無償化を行えないか。

近
年
、
原
材
料
費
や
物
価
が
高

騰
す
る
中
、
献
立
の
多
様
性
や

質
、
栄
養
価
の
維
持
に
努
め
つ
つ
、
給

食
調
理
の
現
場
に
お
い
て
様
々
な
工
夫

を
凝
ら
し
、
給
食
費
の
見
直
し
に
つ
い

て
は
見
合
わ
せ
て
い
ま
す
が
、
非
常
に

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

  

本
町
の
給
食
費
の
月
額
は
、小
学
校
４
，

０
０
０
円
、
中
学
校
４
，
２
０
０
円
で
、

生
駒
郡
及
び
北
葛
城
郡
内
で
は
、
最
も

低
い
額
で
す
。
ま
た
、
物
価
高
騰
分
に

つ
い
て
は
、
町
費
に
よ
り
補
填
し
、
生

活
困
窮
世
帯
に
は
就
学
援
助
費
の
支
給

な
ど
、
保
護
者
の
経
済
的
負
担
軽
減
を

図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
は
本

町
に
お
け
る
学
校
給
食
の
無
償
化
は
考

え
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
現
在
、
国
で
は

学
校
給
食
の
無
償
化
を
議
論
し
て
お
り
、

そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
今
後
の
方
向
性

を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

パートナーシップ・ファミリーシップ
制度の導入を

　法律婚を利用できない同性カップルなどの社会的な補償を婚
姻関係に近づける「パートナーシップ制度」の導入が全国に広がっ
ている。また、一緒に暮らす子どもとの関係を併せて証明する自
治体も増えている。本町でも導入を。

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
は
、

婚
姻
制
度
と
は
異
な
り
、
法
的

な
拘
束
力
が
一
切
な
い
事
か
ら
、
国
レ

ベ
ル
で
法
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
く
べ

き
案
件
で
あ
る
と
捉
え
つ
つ
も
、
基
礎

自
治
体
と
し
て
の
役
割
を
考
慮
し
、
制

度
の
導
入
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
、
現

在
、
本
町
の
現
状
に
沿
っ
た
要
綱
の
制

定
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
本
町
に
お
い
て
は
、
住
民
福

祉
課
に
お
い
て
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の

登
録
申
請
を
受
け
付
け
る
こ
と
に
よ
り
、

住
民
票
や
戸
籍
謄
本
な
ど
の
申
請
添
付

書
類
の
省
略
が
概
ね
可
能
と
な
り
、
手

続
き
の
簡
素
化
が
で
き
る
と
共
に
、
申

請
し
や
す
い
環
境
を
構
築
で
き
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
制
度
導
入

時
期
は
本
年
中
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
方
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ
制
度
に
つ

い
て
は
、
ど
の
程
度
必
要
と
さ
れ
て
い

る
か
が
不
明
確
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
今

後
、
近
隣
の
状
況
な
ど
を
確
認
し
た
上

で
、
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
た
場
合
に
は
導

入
を
検
討
し
ま
す
。
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住みたい町 三郷町を目指した
空き家対策について

　人口微減に伴って増加する空き家に対し、町は様々な角度から
対策を講じている。今後、本町の人口減に歯止めをかけるための
魅力発信につながる「三郷町移住ツアー」「移住体験」を検討され
ては？

人
口
減
少
と
首
都
圏
へ
の
人
口

集
中
に
よ
る
空
き
家
数
の
増
加

は
全
国
的
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
町
で
も
、
空
き
家
対
策
や
定
住
促
進

に
向
け
た
様
々
な
施
策
を
実
施
し
て
お

り
、
一
定
程
度
の
成
果
は
上
が
っ
て
い

る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
提
案
い
た

だ
い
た
「
移
住
ツ
ア
ー
」
に
つ
き
ま
し

て
は
、
移
住
を
検
討
し
て
い
る
方
が
一
定

期
間
地
域
に
滞
在
し
、
生
活
す
る
こ
と

で
、
地
域
の
環
境
や
地
元
住
民
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
よ
り
、
移
住

に
対
す
る
不
安
の
解
消
に
繋
が
る
だ
け

で
な
く
、
自
治
体
と
し
て
も
移
住
を
希

望
す
る
方
の
ニ
ー
ズ
も
把
握
で
き
、
移

住
や
定
住
の
促
進
に
効
果
が
あ
る
と
考

え
る
一
方
、
本
町
の
立
地
的
に
馴
染
ま

な
い
部
分
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
は
、
県
と

の
連
携
や
他
の
自
治
体
の
事
例
も
参
考

に
、
今
後
も
引
き
続
き
移
住
・
定
住
の

促
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

Q

A

奥山　一臣

一　

般　

質　

問

一　

般　

質　

問

令
和
6
年
６
月
１０
日
開
催

令
和
6
年
６
月
１０
日
開
催

帯状疱疹（ヘルペス）ワクチン
の助成を

帯
状
疱
疹
は
、
８０
歳
ま
で
に
約

3
人
に
1
人
が
罹
患
し
、
近
年

若
い
世
代
に
も
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
予
防
接
種
ワ
ク
チ

ン
分
科
会
で
は
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

に
関
す
る
有
効
性
・
安
全
性
や
定
期
接

種
化
も
含
め
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

現
時
点
で
は
「
任
意
接
種
」
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
自
己

負
担
に
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
本
町

で
は
、
予
防
接
種
法
に
基
づ
く
「
定
期

接
種
」
を
基
準
と
し
て
助
成
し
て
い
ま

す
が
、
今
後
、
国
の
動
向
や
近
隣
町
の

実
施
状
況
を
は
じ
め
、
有
効
性
・
安
全

性
な
ど
を
勘
案
し
、
助
成
に
つ
い
て
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
帯
状
疱

疹
に
つ
き
ま
し
て
は
、
治
療
が
遅
れ
ま

す
と
重
症
化
の
リ
ス
ク
を
伴
う
こ
と
か

ら
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
帯

状
疱
疹
の
原
因
・
症
状
・
治
療
、
ま
た

予
防
方
法
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
掲

載
し
、
注
意
喚
起
及
び
情
報
発
信
に
努

め
て
お
り
、
助
成
も
含
め
引
き
続
き
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

買い物施設の誘致及び今後の
計画について

　本町には買い物施設が少なく不便である。様々な企業に誘致
を働きかけていると聞いているが現状はどうか？
　既存の施設を利用する企業がないようなら、健民グラウンドを
商業施設にするなど新たな案が必要ではないか？

令
和
２
年
３
月
以
降
、
三
郷
駅

前
テ
ナ
ン
ト
は
空
き
店
舗
と

な
っ
て
お
り
、
地
域
住
民
の
皆
様
が
毎

日
の
買
い
物
に
大
変
不
便
な
思
い
を
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
お
り
ま
す
。

　

出
店
に
不
利
な
条
件
と
し
て
は
、
三

郷
駅
を
中
心
と
し
た
商
圏
エ
リ
ア
に
人

口
が
少
な
く
、
大
学
の
撤
退
後
、
駅
周

辺
の
空
洞
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
な
ど

も
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

三
郷
駅
前
だ
け
で
考
え
る
の
で
は
な
く
、

三
郷
駅
周
辺
を
１
つ
の
エ
リ
ア
と
し
て

と
ら
え
、
幅
広
く
商
業
施
設
の
誘
致
を

図
り
、
駅
前
の
活
性
化
に
繋
が
る
活
用

策
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま

た
、
現
在
、
大
学
跡
地
に
整
備
し
た
Ｆ

Ｓ
Ｓ
３５
に
様
々
な
施
設
が
整
備
さ
れ
、

令
和
７
年
に
は
「
奈
良
お
も
ち
ゃ
美
術

館
」
も
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
健
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
商
業
施

設
転
用
は
、
都
市
計
画
法
上
、
か
な
り

厳
し
い
と
考
え
ま
す
が
、
新
た
な
案
と

し
て
、
今
後
も
引
き
続
き
幅
広
い
視
点

で
多
方
面
か
ら
商
業
施
設
の
誘
致
を
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Q

A

Q

A

南田　善紀先山　哲子

誰もが住宅を確保しやすい町へ

　単身世帯の高齢者の方などが建物の老朽化により移住を求めら
れても、新たな家が見つからない現状に鑑み、物件のオーナーなど
に※「住宅セーフティネット制度」の広報や住宅確保要配慮者への家
賃補助はできないか。

　多くの人は10才までに水痘に感染し免疫ができるが、ウイルスは
体内に潜み、免疫低下時に発症し、高齢者は持病の悪化や後遺症、
また、亡くなる人もいる。ワクチン助成をする自治体も増える中、本
町ではどうか。

住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
制
度

は
、
住
宅
確
保
に
配
慮
が
必
要

な
方
が
増
加
す
る
中
、
増
加
し
て
い
る

民
間
の
空
き
家
や
空
き
室
を
活
用
す
る

た
め
、
平
成
２９
年
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
で
、
三
郷
町
の
登
録
窓
口

と
な
る
県
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、

今
後
は
不
動
産
会
社
な
ど
へ
の
周
知
も

検
討
す
る
予
定
と
の
こ
と
で
す
が
、
本

町
の
登
録
物
件
数
は
少
な
く
、
今
後
は

県
の
動
向
を
見
な
が
ら
本
町
で
も
効
果

的
な
広
報
を
検
討
し
ま
す
。
ま
た
、
賃

貸
人
の
住
宅
登
録
へ
の
不
安
は
、
単
身

高
齢
者
の
孤
独
死
に
伴
う
諸
課
題
に
よ

り
事
故
物
件
化
に
繋
が
る
と
の
誤
っ
た

認
識
を
持
つ
方
も
多
く
、
こ
の
よ
う
な

不
安
を
払
拭
す
る
こ
と
が
最
優
先
と
考

え
ま
す
。
な
お
、家
賃
に
つ
き
ま
し
て
は
、

他
の
福
祉
施
策
に
よ
る
低
所
得
者
の
家

賃
保
障
な
ど
が
可
能
な
こ
と
か
ら
、
現

時
点
で
の
家
賃
な
ど
へ
の
補
助
制
度
の

新
設
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
住
宅

確
保
要
配
慮
者
へ
の
総
合
的
・
包
括
的

な
相
談
体
制
の
構
築
と
充
実
を
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

Q

A

南　真紀
※「要配慮者の入居を拒まない賃貸住宅」の登録制度
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住みたい町 三郷町を目指した
空き家対策について

　人口微減に伴って増加する空き家に対し、町は様々な角度から
対策を講じている。今後、本町の人口減に歯止めをかけるための
魅力発信につながる「三郷町移住ツアー」「移住体験」を検討され
ては？

人
口
減
少
と
首
都
圏
へ
の
人
口

集
中
に
よ
る
空
き
家
数
の
増
加

は
全
国
的
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
町
で
も
、
空
き
家
対
策
や
定
住
促
進

に
向
け
た
様
々
な
施
策
を
実
施
し
て
お

り
、
一
定
程
度
の
成
果
は
上
が
っ
て
い

る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
提
案
い
た

だ
い
た
「
移
住
ツ
ア
ー
」
に
つ
き
ま
し

て
は
、
移
住
を
検
討
し
て
い
る
方
が
一
定

期
間
地
域
に
滞
在
し
、
生
活
す
る
こ
と

で
、
地
域
の
環
境
や
地
元
住
民
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
よ
り
、
移
住

に
対
す
る
不
安
の
解
消
に
繋
が
る
だ
け

で
な
く
、
自
治
体
と
し
て
も
移
住
を
希

望
す
る
方
の
ニ
ー
ズ
も
把
握
で
き
、
移

住
や
定
住
の
促
進
に
効
果
が
あ
る
と
考

え
る
一
方
、
本
町
の
立
地
的
に
馴
染
ま

な
い
部
分
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
は
、
県
と

の
連
携
や
他
の
自
治
体
の
事
例
も
参
考

に
、
今
後
も
引
き
続
き
移
住
・
定
住
の

促
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

Q

A

奥山　一臣

一　

般　

質　

問

一　

般　

質　

問

令
和
6
年
６
月
１０
日
開
催

令
和
6
年
６
月
１０
日
開
催

帯状疱疹（ヘルペス）ワクチン
の助成を

帯
状
疱
疹
は
、
８０
歳
ま
で
に
約

3
人
に
1
人
が
罹
患
し
、
近
年

若
い
世
代
に
も
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
予
防
接
種
ワ
ク
チ

ン
分
科
会
で
は
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

に
関
す
る
有
効
性
・
安
全
性
や
定
期
接

種
化
も
含
め
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

現
時
点
で
は
「
任
意
接
種
」
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
自
己

負
担
に
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
本
町

で
は
、
予
防
接
種
法
に
基
づ
く
「
定
期

接
種
」
を
基
準
と
し
て
助
成
し
て
い
ま

す
が
、
今
後
、
国
の
動
向
や
近
隣
町
の

実
施
状
況
を
は
じ
め
、
有
効
性
・
安
全

性
な
ど
を
勘
案
し
、
助
成
に
つ
い
て
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
帯
状
疱

疹
に
つ
き
ま
し
て
は
、
治
療
が
遅
れ
ま

す
と
重
症
化
の
リ
ス
ク
を
伴
う
こ
と
か

ら
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
帯

状
疱
疹
の
原
因
・
症
状
・
治
療
、
ま
た

予
防
方
法
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
掲

載
し
、
注
意
喚
起
及
び
情
報
発
信
に
努

め
て
お
り
、
助
成
も
含
め
引
き
続
き
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

買い物施設の誘致及び今後の
計画について

　本町には買い物施設が少なく不便である。様々な企業に誘致
を働きかけていると聞いているが現状はどうか？
　既存の施設を利用する企業がないようなら、健民グラウンドを
商業施設にするなど新たな案が必要ではないか？

令
和
２
年
３
月
以
降
、
三
郷
駅

前
テ
ナ
ン
ト
は
空
き
店
舗
と

な
っ
て
お
り
、
地
域
住
民
の
皆
様
が
毎

日
の
買
い
物
に
大
変
不
便
な
思
い
を
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
お
り
ま
す
。

　

出
店
に
不
利
な
条
件
と
し
て
は
、
三

郷
駅
を
中
心
と
し
た
商
圏
エ
リ
ア
に
人

口
が
少
な
く
、
大
学
の
撤
退
後
、
駅
周

辺
の
空
洞
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
な
ど

も
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

三
郷
駅
前
だ
け
で
考
え
る
の
で
は
な
く
、

三
郷
駅
周
辺
を
１
つ
の
エ
リ
ア
と
し
て

と
ら
え
、
幅
広
く
商
業
施
設
の
誘
致
を

図
り
、
駅
前
の
活
性
化
に
繋
が
る
活
用

策
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま

た
、
現
在
、
大
学
跡
地
に
整
備
し
た
Ｆ

Ｓ
Ｓ
３５
に
様
々
な
施
設
が
整
備
さ
れ
、

令
和
７
年
に
は
「
奈
良
お
も
ち
ゃ
美
術

館
」
も
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
健
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
商
業
施

設
転
用
は
、
都
市
計
画
法
上
、
か
な
り

厳
し
い
と
考
え
ま
す
が
、
新
た
な
案
と

し
て
、
今
後
も
引
き
続
き
幅
広
い
視
点

で
多
方
面
か
ら
商
業
施
設
の
誘
致
を
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Q

A

Q

A

南田　善紀先山　哲子

誰もが住宅を確保しやすい町へ

　単身世帯の高齢者の方などが建物の老朽化により移住を求めら
れても、新たな家が見つからない現状に鑑み、物件のオーナーなど
に※「住宅セーフティネット制度」の広報や住宅確保要配慮者への家
賃補助はできないか。

　多くの人は10才までに水痘に感染し免疫ができるが、ウイルスは
体内に潜み、免疫低下時に発症し、高齢者は持病の悪化や後遺症、
また、亡くなる人もいる。ワクチン助成をする自治体も増える中、本
町ではどうか。

住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
制
度

は
、
住
宅
確
保
に
配
慮
が
必
要

な
方
が
増
加
す
る
中
、
増
加
し
て
い
る

民
間
の
空
き
家
や
空
き
室
を
活
用
す
る

た
め
、
平
成
２９
年
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
で
、
三
郷
町
の
登
録
窓
口

と
な
る
県
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、

今
後
は
不
動
産
会
社
な
ど
へ
の
周
知
も

検
討
す
る
予
定
と
の
こ
と
で
す
が
、
本

町
の
登
録
物
件
数
は
少
な
く
、
今
後
は

県
の
動
向
を
見
な
が
ら
本
町
で
も
効
果

的
な
広
報
を
検
討
し
ま
す
。
ま
た
、
賃

貸
人
の
住
宅
登
録
へ
の
不
安
は
、
単
身

高
齢
者
の
孤
独
死
に
伴
う
諸
課
題
に
よ

り
事
故
物
件
化
に
繋
が
る
と
の
誤
っ
た

認
識
を
持
つ
方
も
多
く
、
こ
の
よ
う
な

不
安
を
払
拭
す
る
こ
と
が
最
優
先
と
考

え
ま
す
。
な
お
、家
賃
に
つ
き
ま
し
て
は
、

他
の
福
祉
施
策
に
よ
る
低
所
得
者
の
家

賃
保
障
な
ど
が
可
能
な
こ
と
か
ら
、
現

時
点
で
の
家
賃
な
ど
へ
の
補
助
制
度
の

新
設
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
住
宅

確
保
要
配
慮
者
へ
の
総
合
的
・
包
括
的

な
相
談
体
制
の
構
築
と
充
実
を
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

Q

A

南　真紀
※「要配慮者の入居を拒まない賃貸住宅」の登録制度
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議 会 の う ご き

2
日

13
日

18
日

19
日

22
日

31
日

上
下
水
道
事
業
会
計
決
算
審
査

差
別
を
な
く
す
町
民
集
会

例
月
現
金
出
納
検
査

全
員
協
議
会

奈
良
県
町
村
議
会
議
長
会

全
議
員
研
修
会

奈
良
県
民
集
会

７
月

　とっくり湖は、釣り禁止区域になっているが、釣りに来る方が
後を絶たず、不法投棄などもあり、このまま放置するのは問題
だと思う。この問題を逆手にとって、遊漁料を徴収して管理釣り
場の運用などの取組みを考えてはどうか。

とっくり湖を新たな観光資源
として

本
件
に
つ
い
て
は
、
以
前
に
も

辰
己
議
員
よ
り
同
様
の
質
問
が

あ
り
、
検
討
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

地
元
自
治
会
か
ら
、
釣
り
人
な
ど
に
よ

る
迷
惑
行
為
に
困
惑
し
、
釣
り
行
為
の

禁
止
を
徹
底
す
る
よ
う
要
望
が
あ
り
ま

し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
「
釣
り
禁
止
」
の
看

板
を
増
設
し
、
西
和
警
察
署
と
釣
り
人

に
指
導
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

議
員
ご
提
案
の
管
理
者
を
配
置
し
た

有
料
釣
り
場
で
あ
っ
て
も
、
周
辺
は
住

宅
地
が
隣
接
し
て
お
り
、
な
か
な
か
地

元
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
の
で
は
と
懸

念
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、と
っ
く
り
湖
は
、

本
町
の
水
道
が
１
０
０
％
県
営
水
道
に

移
行
し
た
あ
と
、
現
在
は
水
道
施
設
と

し
て
の
機
能
は
な
く
、
管
理
に
つ
い
て
も

町
の
管
理
区
域
と
県
の
管
理
区
域
が
あ

る
こ
と
に
加
え
、
砂
防
指
定
地
で
あ
る

こ
と
な
ど
、
様
々
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
す
ぐ
に
結
論
を
出
す

の
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
自

治
会
の
方
々
と
話
し
合
い
を
さ
れ
る
と

い
う
事
で
す
の
で
、
地
元
の
声
を
聞
か

せ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

Q

A

　　　圭一

一　

般　

質　

問

常
任
委
員
会
の
主
な
報
告

議
案
第
30
号

令
和
６
年
度
三
郷
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

（
全
会
一
致
原
案
可
決
）

公
園
内
の
水
飲
み
場
の
付
近

に
、ボ
タ
ン
を
押
す
と
一
定
時

間
ミ
ス
ト
を
噴
出
す
る
仕
様
で
高
さ

２
．７
ｍ
程
度
の
独
立
型
ミ
ス
ト
ポ
ー

ル
を
設
置
し
ま
す
。

QA
三
郷
中
央
公
園
の
ミ
ス
ト

ポ
ー
ル
設
置
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
コ
ロ
ナ
予
防
接
種
に

つ
い
て
は
、対
象
者
に
接
種
券

を
送
付
し
て
い
ま
し
た
が
、今
年
度

か
ら
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

と
同
様
に
、接
種
券
の
送
付
や
個
別

通
知
は
行
わ
ず
、広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
啓
発
す
る
予
定
で
す
。ま

た
、１
回
あ
た
り
の
接
種
費
用
１
５
，

３
０
０
円
の
う
ち
、国
か
ら
８
，３
０

０
円
、町
か
ら
３
，５
０
０
円
の
助
成

を
行
い
、個
人
負
担
額
を
３
，５
０
０

円
と
す
る
こ
と
で
接
種
し
や
す
い
環
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０
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の
お
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の
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護
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の
方
が
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可
外
保
育
施
設
な
ど

を
利
用
す
る
場
合
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の
施
設
の
利

用
料
金
に
対
し
て
、月
額
６
万
円
を
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限
と
し
て
補
助
金
を
交
付
し
、町
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自
の
子
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世
帯
支
援
を
行
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ま
す
。

　

な
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に
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は
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に
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と
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４
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が
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ま
す
。
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迷
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の
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外
の
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を
２
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で
行
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
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、
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縮
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す
。
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避
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め
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官
の
配

置
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ど
に
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ま
し
て
も
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察
な

ど
の
関
係
機
関
と
協
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い
と
思

い
ま
す
。
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神奈川県葉山町議会が三郷中学校校舎を視察視察
受入

　消防団屯所や福祉避難所を併設
する三郷中学校は、全国でも珍しい
組み合わせの複合施設です。また、
新校舎建設の際に、生徒の意見を
取り入れた点や地域住民の反響など
についても質問があり、活発な意見
交換を行いました。

はやままち

三郷議会だより三郷議会だより 第258号第258号
89

パレスチナ自治区ガザ地区における即時かつ持続的人道的休戦を求める意見書

可決された意見書

　イスラエルとパレスチナのイスラム組織ハマスの大規模衝突により、パレスチナ自治区ガザ地区にお

いて、人命が深刻な危機的状況にさらされるとともに、市街地に甚大な被害をもたらしている。

　国際人道法のいかなる場合においても生命と尊厳を守るべきとの理念を尊重し、この戦闘により一般

市民が直面している危機的な人道状況を改善し、事態の早期鎮静化を図ることが求められている。

　よって、本町議会は、日本国が国際社会の一員として恒久的世界平和を求める立場から、関係国・国

際機関と連携しつつ、全ての当事者に対し採択された決議に基づく誠実な行動や国際人道法の遵守を求

める等、あらゆる外交努力を尽くすことを求める。そして、ガザ地区における戦闘休止及び全ての人質

の即時解放に向けた取組を継続するよう、強く要請する。

　以上、地方自治法第 99 条の規定により意見書を提出する。 

提出先 内閣総理大臣、外務大臣、内閣官房長官、厚生労働大臣

令和６年６月１７日
奈良県三郷町議会
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総務建設常任委員会
▶ 開会日 令和６年６月１１日（火）
　　　　 午前９時３０分～
文教厚生常任委員会
▶ 開会日 令和６年６月１３日（木）
　　　　 午前９時３０分～
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。
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懸
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０
０
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な
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れ
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。
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組み合わせの複合施設です。また、
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交換を行いました。
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可決された意見書

　イスラエルとパレスチナのイスラム組織ハマスの大規模衝突により、パレスチナ自治区ガザ地区にお

いて、人命が深刻な危機的状況にさらされるとともに、市街地に甚大な被害をもたらしている。

　国際人道法のいかなる場合においても生命と尊厳を守るべきとの理念を尊重し、この戦闘により一般

市民が直面している危機的な人道状況を改善し、事態の早期鎮静化を図ることが求められている。

　よって、本町議会は、日本国が国際社会の一員として恒久的世界平和を求める立場から、関係国・国

際機関と連携しつつ、全ての当事者に対し採択された決議に基づく誠実な行動や国際人道法の遵守を求

める等、あらゆる外交努力を尽くすことを求める。そして、ガザ地区における戦闘休止及び全ての人質

の即時解放に向けた取組を継続するよう、強く要請する。

　以上、地方自治法第 99 条の規定により意見書を提出する。 

提出先 内閣総理大臣、外務大臣、内閣官房長官、厚生労働大臣

令和６年６月１７日
奈良県三郷町議会

常任委員会の
主な報告
常任委員会の
主な報告
常任委員会の常任委員会の
主な報告

総務建設常任委員会
▶ 開会日 令和６年６月１１日（火）
　　　　 午前９時３０分～
文教厚生常任委員会
▶ 開会日 令和６年６月１３日（木）
　　　　 午前９時３０分～
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議議会会だだよよりり議会だより議会だより

毎月11日は 『人権を確かめあう日』 です。

2
3～8
8
9
10

2
3～8
8
9
10

2
3～8
8
9
10

救命救急講習救命救急講習
　町内で活動する消防団員の方を講師として招き、災害時の身近な応急手当について実技訓練を行いました。
議員からは「勇気を出して迅速に応急措置を行う重要性を学ぶことができた。」「多くの住民に接する機会が
ある議員として、もしものときに備える大切さを再確認できた。」などの声が上がりました。

10
第258号三郷議会だより

主
な
内
容

令和6年第２回（６月）三郷町議会定例会 ６月10日（月）～６月17日（月）
議　　　　　　案 審 議 結 果

承 認 第 ８ 号

議 案 第 ３０ 号

議 案 第 ３１ 号

議 案 第 ３２ 号

議 案 第 ３３ 号

議 案 第 ３４ 号

議 案 第 ３５ 号

議 案 第 ３６ 号

議 案 第 ３７ 号

議 案 第 ３８ 号

議 案 第 ３９ 号

議 案 第 ４０ 号

議 案 第 ４１ 号

議 案 第 ４２ 号

議 案 第 ４３ 号

議 案 第 ４４ 号

議 案 第 ４５ 号

議 案 第 ４６ 号

報 告 第　３ 号

報 告 第　４ 号

発 議 第　2 号

全会一致原案承認

全会一致原案可決

全会一致原案可決

全会一致原案可決

全会一致原案可決

全会一致原案可決

全会一致原案可決

全会一致原案可決

全会一致原案可決

全会一致原案可決

全会一致原案可決

全会一致原案可決

全会一致原案可決

全会一致原案可決

全会一致原案可決

全会一致原案可決

全会一致原案可決

全会一致原案可決

報 告 受 理

報 告 受 理

全会一致修正可決

令和６年度三郷町住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第１号）の
専決処分について

令和６年度三郷町一般会計補正予算（第１号）

令和６年度三郷町住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第２号）

令和６年度三郷町介護保険特別会計補正予算（第１号）

三郷町情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例の制定について

三郷町行政組織条例等の一部改正について

三郷町政治倫理の確立のための町長の資産等の公開に関する条例の一部
改正について

三郷町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部改正について

三郷町立学校の体育施設開放に関する条例の一部改正について

三郷町子ども医療費助成条例の一部改正について

三郷町ひとり親家庭等医療費助成条例の一部改正について

三郷町心身障害者医療費助成条例の一部改正について

三郷町下水道条例の一部改正について

三郷町公営住宅管理条例の一部改正について

奈良県住宅新築資金等貸付金回収管理組合規約の変更について

奈良県住宅新築資金等貸付金回収管理組合の解散について

奈良県住宅新築資金等貸付金回収管理組合の解散に伴う財産の処分につ
いて

三郷町浸水対策下水道雨水管築造工事（勢野東１工区）受託契約の締結に
ついて

令和５年度三郷町一般会計繰越明許費繰越計算書について

令和５年度三郷町水道事業会計予算繰越計算書について

ガザ地区の即時停戦のための積極的外交を政府に要求する意見書
※「パレスチナ自治区ガザ地区における即時かつ持続的人道的休戦を求め
る意見書」として修正可決しました。

　自治体名が由縁で、埼玉県三郷市、長野県安曇野市
（旧三郷村：平成１７年10月に合併）と本町は、友好都市
提携を結んでいます。
　６年ぶりに本町で開催された
友好都市交流推進協議会に各
市町の首長や議長・副議長など
が出席し、交流を深めました。

◆ 主な議案の内容
◆ 一般質問
◆ 意見書
◆ 常任委員会の主な報告
◆ 審議結果

「三郷」がつないだ縁・・・三郷・安曇野友好都市交流推進協議会に参加
みさと  さんごう　  あずみの

三郷町三郷町

安曇野市安曇野市

三郷市三郷市


